
粉 症の治療 

花粉症には 

どんな治療法があ るの ? 

症状がなく暮らすことが 可能です ハツ 
花粉症の治療 は 他の鼻や目のアレルギ 一の治療と基本的には 同じですが、 

急 に強い症状が 起こることにも 注意しながら 進められます。 治療法は対症 

療法と根治療法の 2 つに 分類されます ( 図 4)0 

  ) 対症療法 2) 根治療法 
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花粉症的確な 花粉症の治療のために 仲立Ⅰ 

1) 対症療法 

対症療法としては、 抗ヒスタミン 薬 ( 第一世代、 第二世代 ) 、 抗 ロイ コ ト 

リエン 薬 、 化学伝達物質遊離抑制薬などの 抗アレルギー 薬の内服薬や 点鼻薬、 

点眼薬、 そして局所ステロイド 薬の点鼻薬、 点眼薬が組み 含 めせられます。 

くしゃみ、 鼻汁が主体の 鼻症状の場合 は 、 抗ヒスタミン 薬 ( 第一世代、 第ニ 

世代 ) 、 化学伝達物質遊離抑制 薬が 、 鼻づまりが症状の 主体であ る場合には 抗 

ロイ コ トリエン薬や 局所ステロイド 薬がよい適応となります。 より鼻づまり 

が強い場合にほ 点鼻用血管収縮薬や、 時に経ロステロイド 薬が使用されます。 

ステロイド薬の 注射はアレルギ 一の専門施設ではその 副作用の問題から 

ほとんど 行 ねれていません。 また、 ステロイド点眼を 行う場合には 眼圧の 

上昇に注意が 必要です。 

鼻づまり 

● 抗 ロイ コ トリエン 薬 

●局所ステロイド 薬 

くしゃみ、 鼻汁 

●抗ヒスタミン 薬 より鼻づまりが 強い 

●化学伝達物質 駄 ●点鼻用血管収縮薬 

遊離抑制 薬 ● 経 ロステロイド 薬 

これらの薬剤を 用いる治療法 は 

( 「 ) 花粉症などアレルギ 一の病気のときに 体内で増えているアレル 

ギ一の細胞を 抑える 

(2) アレルギ一の 細胞から症状の 原因となる物質 ( ィヒ学 伝達物質 ) が 

放出されるのを 制限する 

(3) ヒスタミンをはじめとする 化学伝達物質が 神経や血管に 作用する 

のをブロックする 

などの薬物の 作用によって、 花粉症の症状や QOL( クオリティオブライフ ) 

の低下をやねらげようとするものです。 

これらの薬剤を 上手に使い分ければ、 花粉が多い年でも 約 5 一 6 割の患者 

さんが大きな 副作用もなく、 花粉症の症状がほとんど 出現せずに、 高い 

QOL を保ったままで 花粉飛散の季節を 過 ど せることが分かっています。 ま 

た、 花粉が飛び始めから 治療を開始する「初期療法」が 有効であ ることが証 

明されています。 



2) 根治療法 

原因花粉を完壁に 避けることや、 完全に花粉を 除去することは 不可能で 

すが、 少しでも体に 花粉が入らないようにする 工夫が、 症状の悪化や QO 」 

の低下を防ぐために 必要です ( セルフケアの 項を参照して 下さい ) 。 また、 

特に症状の重い 方には減感作療法が 適応となります。 

減感作療法は 抗原特異的免疫療法とも 呼ばれ、 花粉の抽出液を、 最初 は 

濃度を下げて 薄くしたものを 注射して、 その後少しず つ 濃度を上げて 注射し、 

花粉抗原に対する 防御する免疫を 獲得させる方法です ( 実際の方法 は 花粉症 

0 季節の 3 か 月以上前から 始め、 2 年以上続けることが 必要です。 注射の間 

隔は初めの 3 か 月が「週間に「回、 次の 2 か 月が 2 週間に「回、 その後は「 か 

月に「回の注射となります ) 。 

この方法により、 鼻の粘膜にあ るアレルギ一の 細胞が減少することが 報 

告 されています。 その作用は、 注射で入れた 抗原がリンパ 球を刺激するた 

めと考えられています。 
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Ⅰ 郵 Ⅰ減感作療法による 治療効果 

これまてと組成か 異なるスキ花粉 ェ キス て舐 みられた減感作療法の 

減感作療法による 有効性は 8 割以上 成績てす。 近年に仏 く 多量の花粉 か 飛んた平成 7 年ても R??% め 患者 

平成 7 年の治療成績です。 中程度以上の 症状が さんかあ まり苦しますに 過 こすことかてきました。 正目されるのはⅣ 3 の 

2 週間以上続かなかった 場合を有効としています。 方 か服某 不要てあ ったことて、 これは治癒の 可能性さえあ ります。 「肺葉 

あ り」の方も症状か 軽くて 

減感作療法 すみました。 
(+ 薬物療法 ) 
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花粉症的確麻花粉症の 治療のために 

可 し 

新しい免疫療法の 

期待されています 

出現が 

平成 7 年度に行ねれた 当時の厚生省の 研究成果を見ると、 スギ花粉症に 

対する減感作療法で 軽症、 無症状に収まった 患者さんが RU% 以上おり、 そ 

の高い効果が 確認されました ( 図 5) 。 2 年間以上続けた 後にやめた場合でも、 

約 70% の患者さんで 効果が持続することも 患者さんへのアンケート 調査な 

どで示されています。 

さらに平成 12 年からほ日本アレルギー 学会で標準化された 抗原 (.Cryy/ l   

C Ⅳ 72) が十分に含まれるスギ 抗原エキスが 完成し、 より治療効果が 上がる 

ことが予想されます。 

ただし、 根治療法であ る減感作療法は、 どこの医療施設でもできる れ け 

でほなくて、 大学病院や地方の 基幹病院、 アレルギ一科、 耳鼻咽喉科診療 

所などで 行 ねれています。 

また新しい免疫療法としてほ、 

0 他の物質 在 結合させた修飾抗原による「免疫療法」 

の 注射ではない「新しい 抗原の導入方法 ( 特に 舌下 ) 」 

一 -  - 

OT リンパ球のみが 反応する ぺプ チ ド による「ペ プ チド免疫療法」 

0 細菌の DNA と抗原がくっついた「 DNA ワクチン療法」 

0 アレルギ一反応中の 物質をブロックする「抗体 ( 拡 9 巨 、 抗 サイトカイン ) 療法」 

  

などがあ ります。 

実際に、 厚生労働省の 科学研究費 補 

勘事業による 研究班などによって 実用 

化を目指しています。 

このように安全で 効果の高い新しい 

免疫療法の出現により、 スギ花粉症 治 

  

療の展望がさらに 開け、 花粉症が治癒 

する人たちが 増加すると期待されます。 

O 



粉 症のセルフケア 

マスクなどの 防御器具が有効 

花粉症の予防は 、 下のような項目が 考えられています。 
マスクやメガネが 

ヘノ 
鼻と目に花粉が 付着しないようにすることで、 防御器具が有効になります。 

有効です。 着用に違和感のない 花粉症用メガネも 販売されていますが、 通常のメガ 

ネ だけでも、 メガネをしていないときの 目に入る花粉量の 半分以下になり 

ます。 花粉の季節にはコンタクトレンズ 使用の人 は 花粉がレンズと 結膜の 

間で擦れるので、 メガネに替えた 方がよいでしょう。 視力に障害がなくても、 

い ね め る ダテ メガネでも有効です ( 表 3) 。 

●花粉情報に 注意する。 

ふ ●飛散の多いときは 窓、 
戸を閉めておく。 

" て % プ " ●飛散の多いときの 外出を控える。 

  

●帰宅時は、 衣服や髪をよく 

払ってから入室する。 洗顔、 
ぅ がいをして、 鼻をかむ。 

●表面がけばけばした 
毛織物などのコート 



花粉症的確床花粉症の 治療のために 仔圭下 

婁 鼻の中と眼に 入 る花粉 数     実験的なマスク、 メガネの効果 
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そのほかに 

気をつけたりこと 

日本医科大学耳鼻咽喉科大久保公裕 

マスクの着用も 有用です。 通常のマスクに 湿った カーぜを 挟み込むだけ 

でも効果があ ります。 花粉症用のマスクで は 、 かえって息苦しい 感じがす 

ることもあ るようです。 

洋服についてほ、 羊毛類の衣類は 花粉が付着しやすく、 花粉を屋内など 

に持ち込みやすいことも 分かっていますので、 服装にも気をつけることが 

必要です。 

目や鼻を洗うと 花粉症の症状が 軽くなりますが、 時にはかえって 刺激して 

症状が悪くなる 場合があ りますので、 医師に相談してください。 家に帰っ 

てきたら、 顔 全体を洗って 花粉をとるようにしましょう。 

そのほかに気をつけたいこととして、 通常の生活では、 粘膜を傷つける 

タバコは避けて 下さい。 また、 規則正しい生活やバランスのとれた 食事が 

必要です。 医学的には、 特に「種類の 食材を多く摂取しても、 大きく症状 

が悪くなったり、 良くなったりすることほないと 考えられています。 
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監 修 大久保公裕 ( 日本医科大学耳鼻咽喉科 ) 

作 成 平成 16 年度厚生労働科学研究補助金 
免疫アレルギー 疾患予防・治療研究事業より 



インターネット 上で、 リウマチ・アレルギー 疾患に関する 各種の情報が 入手 

できます。 ただし、 健康に悪影響を 及ぼす誤った 情報、 いわゆる医療ビジネス 

等のトラブルの 原因となる情報など、 不適切な情報が 蔓 延しているのも 事実で 

す 。 

以下に各種の 学会等の学術団体の 公式ホームページ や 、 公的機関のホームペ 

ージなどを紹介しますので、 参考にしてください ( 順不同 ) 。 

( 注 : 内容や URL が予告なしに 変更されている 場合があ ります。 ) 

花粉症特集 ( 厚生労働省ホームページ ) 

アドレス :http://Www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/kenkou ル yumachi/kafun.html 
運営 : 厚生労働省 

厚生労働省ホームページ 上において、 花粉症に関する 正しい情報の 昔及を目 

的として、 「花粉症のセルフケア」「花粉症の 民間医療」についての 記事や、 ガ 

イドライン及び 専門医検索サイト 等へのリンクが 掲載されている。 

日本アレルギー 学会ホームページ 

アドレス : http://www.js-alle 「 gol.9 「・」 P/ 

運 営 : 日本アレルギー 学会 

主に学会員向けのホームページであ るが、 全国のアレルギー 専門医の情報な 

ど、 各種の情報を 入手できる。 

日本アレルギー 協会ホームページ 

アドレス : http://WWW. 」 aanet.0 「 9/ 

運 営 : ( 財 ) 日本アレルギー 協会 

アレルギー疾患情報など、 各種の情報を 人手できる。 

リウマチ・アレルギー 情報センター 

アドレス : http ツ沖 ㎜・ allergy.go.jP/ 

運 営 : 厚生労働科学研究班 

リウマチ・アレルギー 疾患情報など、 各種の情報提供体制を、 厚生労働省研 

究班において 試行中であ る。 



医療と健康のシンポジウム 

アドレス : httP ツ川 Ⅶ・ SymPo.jp/ 

運 営 : ( 財 ) 日本予防医学協会 

免疫アレルギー 疾患予防・治療研究推進事業により 開催される市民講座・ 医 

療従事者向け 講座の情報、 その動画配信を 始め、 お母さん向けの 小児アレルギ 

ー疾患 Q&A 等各種の情報を 人手できる。 

鼻 アレルギー情報センター 

アドレス : http://www.nasal-allergy.net/ 

運 営 : ( 株 ) 協和企画 

協 力 : ( 財 ) 日本アレルギー 協会 

花粉症、 アレルギー性鼻炎等の 鼻アレルギー 疾患情報など、 医療従事者向け 

の 各種の情報を 提供している。 

けんぽれん病院情報 

アドレス : http ツ 川棚． kenporen Ⅲ os.com/ 
運 営     健康保険組合連合会 ( 健保連 ) 

リウマチ・アレルギー 疾患を含めたさまざまな 疾患について、 疾患名や診療 

科等から検索することで、 各医療機関の 特色や可能な 検査、 専門医の内訳・ 人 

数など、 各種の情報を 入手できる。 

環境省花粉情報サイト ( 環境省ホームページ ) 

アドレス : http://Www.env.go.jp/chemi/anzen/kafun/htm@  ndex.html 

運 営 : 環境省 

環境省ホームページ 上において、 「花粉飛散予測」、 「花粉観測」、 「花粉症保健 

指導マニュアル」等、 環境省の提供情報とその 他花粉関連情報が 掲載されてい 

る 。 

スギ花粉に関する 情報 

アドレスⅡ ttp://wWw.rinya.maff.go.jp/seisaku/sesakusyoukai/kafun/kafUntop.htfmml 

運 営 : 林野庁 

林野庁ホームページ 上において、 森林、 林業面からの 花粉症対策等の 情報が 

掲載されている。 




